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①低速度回韓＃眞機（ポイスカメラ）にょる多

貫蕾の環影例：放電撒II回に及ぶ

（學振雷災防止委員．會東芝班撮影）一イ燦6頁塞蕪．

②雷の直撃をうけた農家：雷は天，トから柱，タ

ンスを通つてlt地へ匙げた・タンスは破bi，桂

は損傷したが，人畜の被害はなかつた．このよ

うな地勢にある一軒家では雷雨中柱によりかか

つていると危い．

③逡電線を傳つて塑電所にきた雷竃饗の濃形．

本文記述の通り閃絡鮎の位置を判定するのに役

立つたigrtt義な記録である．最初の部｝〉｛t，lden

さnていな・’が・負電歴で3u萬ボ・レトを超過

している．

〔口詫孝1］23t・1｛7月26目16月，V：31　hL茨城攣直所）

④逸電線閃錆勲標定器（生研・藤高研究宅試作品）
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①高塔弼咳哲ヅ購れたマー・fft・t”一一望の1・L：眺めるlf轟塔は汰

地の熱氣規σ⊂，大・陸たたよ）・ヒよ風Stうけ・地L”樂園をなL：い’：’

②③プール

　とパーゴラ

どんな強烈な

ll照りでも，

一・
v’ひと浴び

すれば涼財、浦

瓢，さらに浴

後V／V・ととき

をノこ一コラの

下で過すのも

よvi．　仕三宅と

まではゆかな

くとも，公共

施設にはこの

位の設備はほ

しいものであ

る曾（イタリt’）

．．－t．w．uaVN・M・NNwvv°－Nl－

⑥⑦庇と開ロ

思）・tつて廣くと

ら才した昌劉【1部とrw一

く突き出た庇は，

夏の暑さを防ぐに

もつともイ丁効な力

法，夜間でも庇の

iこから冷風が吹窓

廻｝うよう1こ考えら

れている．

ノィトラの設計し

ナニTJリフオルニヤ

の｛1』宅

　、冨㌔豆1バ’レコニー

Tljliklの強い11「〔勇t「1

光をさけるために

ulj面一・はいに庇を

aiViL“r．張出パルコ

　；一ネ：LI乏けて，吹

　さ扱ける諒風を階

ぎ乏室をはじめ部屋

　の隅々まで取り入

　tLようとしている

　イクlt’のアパー

　ト．（－Fは建物の箇

　tli個，一階はガレ

　ージと屋下庭園｝
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　　夏ともなれば，凍を求めて，い

　るいうな工入をこらすのが人の世
　の常であるが，環境科撃を實践イヒ

　する建築技術は二h，　，r一どうとりあ

　つかつているか：
　建築からみた防暑封策の］L［：界版・

げ〉，“tMwvvwnVVvww’
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　④⑤草屋祖

これはまた原

冶的な方法で

あるが，眞上

からふりそそ

ぐ熱帯の強烈

な直射「1光を

遭熱性のすぐ

れた厚い草屋

根で防ぐのは

たしかに有効

である．（zマ

トラのノぐタク

族の家，急な

勾配尾根で室

内はまつくら

てある）下圓

は1司じような

外形をもじつ

てはいるが，

胴料がちがう

ためlc，　それ

ほど凍しくな

いtランダ人

の近代住宅．

　⑩樹蔭
渠い翠の樹立につ

つ主h，た白塑の住

’t［ま1黄レ、開口部と、

吹き放しの屋上庭

園をそたえて，眞

夏のH中でも凍を

樂しむのにふさわ

しv’．〔モダンスタ

イルと自然との調

11のifll・イタリヤ）

　⑭張出床

アメリカの最近の

傾向は，いちじる

しく自盤の風物を

建築の中にとり入

れているが，これ

は大謄にカンテイ

レバ＿・テレスを

谷に画Lた庭園に

張出して，H本式

∂手摺は斜につき

出し，　よいペンテ

をかね，機能的な

實用性を巧みに意

匠の中i：at入れて

いる．
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細

　　　　　　　①向い風で帆走中の欣態

　　　　　帆の揚力によつて前進する．横濱港にて．

妻ヨ躾互陵燕姦
」－JVhrvrvUvpt
　③効率を落さないためにMain　Saij

　の一一端はマストにはめこむ．たつのお

　としごをつけたヨットはシーホース型

　　　　　　　　　　　　　　　④

　　　　　　　　　　　　　　　これはディン

　　　　　　　　　　　　　　　ギーという型．

　　　　　　　　　　　　　　　傾斜を少くす

　　　　　　　　　　　　　　　るため艇員は

　　　　　　　　　　　　　　　できるだけ舷

　　　　　　　　　　　　　　　外に身艘をの

　　　　　　　　　　　　　　　りだす．

⑤

建造中の特殊

な高速ヨット，

長さ5mで艇
儂重量わずか

130㎏の豫定．

、　，

　②加の小さいのがJ置bSai］，大きい方がMttin　Sail．

帆の後縁にしわがよるのを防ぐため三ケ所1こバッテン

が入れてある．
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